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４２２－２ 相続による記名変更の審査基準 
 

 

新記名者が正当な権利者であるかどうかは、民法（第８８７～８９０条）に

定められている相続順位により確かめることとなるが、その概略・相続権の有無

の確かめ方は次のとおりである。 
＊ 同順位の相続人が数人あっても、そのうちの１名がした記名変更の請求は、全員のためにし

たものとみなされる（「戦没者の遺族に対する特別弔慰金支給法」など発行根拠法）ので、新記

名者以外の同順位の相続人から同意書または相続放棄をした旨の書類を提出させる必要はな

い。 

 

① 相続順位の概略  
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相 続 人 の 状 況 新記名者となることができる者 

○ 子（代襲相続人を含む。）がいるとき 

 

代襲相続人 

 親（被相続人）の死亡以前に死亡している

子の子（被相続人の孫にあたる）は、本来の

相続人である子に代って相続する。このよう

な者を代襲相続人という。さらに孫が被相続

人の死亡以前に死亡しているときは、その孫

の子（被相続人のひ
・

孫にあたる）が代襲相続

人となる。 

● 子（代襲相続人を含む。）と

配偶者 

 

 
 

○ 子（代襲相続人を含む。）がいなくて父母が

いるとき 

● 父母と配偶者 

○ 子（代襲相続人を含む。）・父母ともいなく

て祖父母がいるとき 

● 祖父母と配偶者 

○ 子（代襲相続人を含む。）・父母・祖父母の

いずれもいなくて兄弟姉妹（代襲相続人を含

む。）がいるとき 

● 兄弟姉妹（代襲相続人を含

む。）と配偶者 

兄弟姉妹の代襲相続人の範囲（昭和５５年法律第５１号による民法の一部改正に関連） 

 ① 現記名者が昭和５５年１２月３１日以前に死亡しているときは、その兄弟姉

妹の直系卑属（兄弟姉妹の子、またはその子の子等）。 

 ② 現記名者が昭和５６年１月１日以降に死亡しているときは、その兄弟姉妹の

子まで。 

● 現記名者の配偶者は、いつでも相続人となる。（民法第８９０条） 

● 現記名者の「おじ」「おば」「いとこ」は相続人とならない。 

● 現記名者が家庭裁判所の審判を得て、相続人となるはずの者の相続権をとりあ

げたとき（推定相続人の廃除 民法第８９２条）は、そのとりあげられた者は相

続権を失う。 

● 現記名者が失踪の宣告を受けたときは、死亡したものとみなされ（民法第３１

条）、相続が開始する。 

● 養子には、特別養子縁組による養子（以下特別養子という。）とそれ以外の養

子とがあり、特別養子は、父母およびその血族との親族関係が終了する縁組であ

るため、実方の相続権はない。（民法第８１７条の９） 
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 戸籍（除籍）謄（抄）本の例示  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

● 

こ
の
謄
（
抄
）
本
は
、
戸
籍
（
除
籍
） 

の
原
本
と
相
違
な
い
こ
と
を
認
証
す
る
。 

平
成
何
年
何
月
何
日 

何
市
町
村
長
氏
名 

 

● 

こ
の
謄
本
は
、
戸
籍
（
除
籍
）
の
原
本
と
相
違
な
い
こ
と
を

認
証
す
る
。
但
し
、
請
求
に
よ
り
、
除
籍
者
に
関
す
る
記
載

の
謄
写
を
省
略
し
た
。 

平
成
何
年
何
月
何
日 

何
市
町
村
長
氏
名 

 

● 

こ
の
謄
本
は
、
戸
籍
（
除
籍
）
の
原
本
と
相
違
な
く
、
か
つ
、

戸
籍
（
除
籍
）
の
全
員
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認

証
す
る
。 

平
成
何
年
何
月
何
日 

何
市
町
村
長
氏
名 

 

改
製
原
戸
籍 

籍 本

東
京
都
千
代
田
区 

略 養
子
縁
組
無
効
に
つ
き
戸
籍 

五
拾
弐
年
拾
弐
月
八
日
消
除 

略 昭
和
五
拾
弐
年
拾
弐
月
四
日 

裁
判
確
定
同
月
八
日
養
父
母
戸 

名 氏

甲 

野 

太 

郎 

父 母 

亡 

甲
野 

一
郎 

Ａ
子 

男 長

夫 

太

郎

生出

昭
和
拾
九
年
六
月
弐
拾
壱
日

籍 本

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
二
丁
目
十
番
地 

○
○
○
○
○
○
○
○ 

○
○
○
○
○
○
○
○ 

略 平
成
元
年
五
月
参
日
午
前
五
時
東
京
都
千
代
田
区
で
死
亡
同
月
五
日
同
居
者 

丙
原
Ｚ
雄
届
出
除
籍

○印 

妻 父 母 

乙

野

Ｘ

男

Ｙ

子

女 長

花

子

生出

昭
和
弐
拾
年
壱
月
八
日

略 平
成
元
年
五
月
参
日
夫
太
郎
死
亡

○印 

平
成
弐
年
五
月
八
日
婚
姻
前
の
氏
に
復
す
る
届
出
同
月
拾
参
日
京
都
市
上
京 

区
長
か
ら
送
付
同
区
小
山
初
音
町
十
八
番
地
乙
野
Ｘ
男
戸
籍
に
入
籍
に
つ
き
除
籍

○印 

父 母 

甲 

野 

太 

郎

花 

子 

女 長

Ｂ

子

生出

昭
和
四
拾
八
年
弐
月
拾
五
日

略 昭
和
六
拾
壱
年
九
月
拾
弐
日
父
甲
野
太
郎
親
権
喪
失
の
裁
判
確
定
同
月
拾
七 

日
親
権
者
母
届
出

○印 

昭
和
六
拾
参
年
五
月
参
日
父
甲
野
太
郎
親
権
喪
失
の
宣
告
取
消
の
裁
判
確
定
同 

月
九
日
同
人
弟
乙
原
次
郎
届
出

○印 

籍 本

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
二
丁
目
十
番
地 

名 氏

甲 

野 

太 

郎 

除

籍 

略 全
員
除
籍
に
よ
り
平
成
弐
年
五
月
拾
壱
日
消
除

○印 

続柄 

○
○
○
○
○
○
○
○
○ 

○
○
○
○
○
○
○
○
○ 

除籍謄(抄）本の表示 

改製原戸籍の表示 

改製新戸籍にも同様編製

の旨記載 

「昭和３２年法務省令第２７号により昭和○年○月○日

あらたに戸籍を編製したため本戸籍消除」と記載されて

いる。 

除籍事由の記載 

未成年後見人、親権

に関する事項などの

記載 

末尾または裏面に記載されている証明 死亡の事実の記載 

（
例
） 

印職 印職 印職 
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 戸籍の全部事項証明書の例示  
（２の１）  全 部 事 項 証 明 

本   籍 

氏   名 

東京都豊島区池袋中西町五丁目１１１番地 

甲野 太郎 

戸籍事項 

戸籍改製 

【改製日】平成７年７月５日 

【改製事由】平成６年法務省令第５１号附則第２条第１項による改製 

 

戸籍に記録されている者 
【名】太郎 

【生年月日】昭和１７年８月２１日 【配偶者区分】夫 

【父】甲野一郎 

【母】甲野Ａ子 

【続柄】長男 

 

身分事項 

  出    生 

 

【出生日】昭和１７年８月２１日 

【出生地】東京都浅草区 

【届出日】昭和１７年１０月２６日 

【届出人】父 

【送付を受けた日】昭和１７年１１月８日 

【受理者】東京都××区長 

  婚    姻 【婚姻日】昭和４１年１２月９日 

【配偶者氏名】乙山花子 

【従前戸籍】豊島区池袋中西町五丁目１１１番地 甲野一郎 

 

戸籍に記録されている者 

 

【名】花子 

【生年月日】昭和１７年１月８日 【配偶者区分】妻 

【父】乙山Ｘ雄 

【母】乙山Ｙ子 

【続柄】長女 

 

身分事項 

  出    生 

 

【出生日】昭和１７年１月８日 

【出生地】東京都深川区 

【届出日】昭和１７年２月６日 

【届出人】父 

  婚    姻 【婚姻日】昭和４１年１２月９日 

【配偶者氏名】甲野太郎 

【従前戸籍】東京都江東区深川清水町一丁目１２番地１０ 乙山Ｘ雄 
   

（２の２）  全 部 事 項 証 明 

 

戸籍に記録されている者 

 

【名】Ｂ男 

【生年月日】昭和４５年１１月５日 

【父】甲野太郎 

【母】甲野花子 

【続柄】長男 

身分事項 

出   生 

 

【出生日】昭和４５年１１月５日 

【出生地】埼玉県朝霞市 

【届出日】昭和４５年１１月１０日 

【届出人】父 

【送付を受けた日】昭和４５年１１月１６日 

【受理者】埼玉県○○市長 

 

発行番号 ８６００１１１５ 

これは、戸籍に記録されている事項の全部を証明した書面である。 

平成７年９月２０日 

東京都△△区長  ○○○○      印 

末尾に記載されている証明 

 

全部事
項証明
書の表
示 
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 法定相続情報一覧図（写）の例示  

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

                      

                        

                          

                        

         

               

                           

                

 

以下余白 

 

 

 

 

   

        

    

     

    

 

 

 

 

 

作成日：平成○年○月○日 

作成者：司法書士 乙田 Ｙ子 

（事務所：○○県○○市○町 

    ○丁目○番○号 ○○ビル） 

注）本書面は，提出された戸除籍謄本等の記載に基づくものである。相続放棄に 

関しては，本書面に記載されない。また，相続手続以外に利用することはできない。 

印 

整理番号 Ｓ00000 １／１ 

末尾に記載されている証明 

法定相続情報番号 ００００－００－０００００ 

被相続人甲野太郎法定相続情報 

最後の住所 ○○県○○市○○町 

○丁目○番地 

出生    昭和１９年６月２１日 

死亡    平成２９年５月３日 

（被相続人）  

甲 野 太 郎 

住所 ○○県○○市○○町 

   ○丁目○番地 

出生 昭和４５年１１月５日 

（子） 

甲 野 Ｂ 男（申出人） 

住所  ○○県○○市○○町 

    ○丁目○番地 

出生  昭和２０年１月８日 

（配偶者） 

甲 野 花 子 

住所 ○○県○○市○○町 

○丁目○番○号 

出生 昭和４８年２月１５日 

（子） 

甲 野 Ｂ 子 

これは，平成○年○月○日に申出のあった当局保管に係る法定相続情報一覧図の写しである。 

平成○年○月○日 

○○法務局○○出張所 登記官 ○○ ○○ 
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＊ 一覧図（写）の用紙は、「地紋紙」が使用されている。 

＊ 一覧図（写）には、被相続人の氏名、生年月日、最後の住所および死亡の年月

日のほかに、相続開始の時における同順位の相続人の氏名、生年月日および被相

続人との続柄が記載される。 

＊ 相続人の住所は、任意記載のため、一覧図（写）に記載されない場合もある。 

＊ 系図以外の形式（被相続人および相続人を単に列挙する記載等）で作成される

場合もある。 

＊ 相続人が多い場合には、２枚以上にわたる場合もある。 

＊ 作成者の署名または記名押印がされている。 
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② 相続権の有無の確かめ方  

 

➊ 新記名者が配偶者のとき―民法第 890 条 ○印―相続権がある者 

×印―相続権がない者  

○ 戸籍上、現記名者の配偶者であること。 

 

＜次の者は該当しない＞ 

 ● 内縁関係の者（正式な婚姻届が出さ

れていなければ夫婦とは認められな

い。） 

● 現記名者死亡当時すでに離婚してい

る者（民法第７２８条）（図１） 

例 現記名者 甲野 太郎（夫） → 新記名者 甲野 花子（妻） 

 

籍 本

栃
木
県
宇
都
宮
市
御
幸
町
十
八
番
地

略 

名 氏

甲

野

太

郎

証明欄を確認 

・証明文言 

・日  付 

・市町村長名 

・官  印 

父 母 

亡 

甲
野 

一
郎

男 長

太

郎

大
正
参
年
壱
月
壱
日

略 乙
山
花
子
と
婚
姻
届
出
昭
和
拾
五
年
七
月
五
日
受
付 

昭
和
六
拾
参
年
八
月
弐
日
…
宇
都
宮
市
で
死
亡 

同
日
親
族
○
○
届
出
除
籍

○印 

Ａ
子

夫 生出父 母 

亡 

乙

山
Ｘ

雄

女 二

花

子

大
正
拾
壱
年
参
月
壱
日

略 昭
和
拾
五
年
七
月
五
日
甲
野
太
郎
と
婚
姻
届
出
… 

…
乙
山
Ｘ
雄
戸
籍
よ
り
同
日
入
籍

○印 
昭
和
六
拾
参
年
八
月
弐
日
夫
死
亡

○印 

Ｙ
子

妻 生 出

＊ 上記例示にかかわらず、新記名者（妻）の戸籍抄本（上記例示の

左側部分が証明提出される）により確認してもよい。 

新記名者の生存、現記名者と婚姻関係

にあったことを確認 現記名者の死亡を確認 

（平2.6死亡） 

先 
妻 

後 
妻 

（昭61.8再婚） 
現記名者

夫 
（昭60.5離婚） 

子 子 

（図１） 
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➋ 新記名者が子のとき―民法第 887 条  
⇒ 新記名者が未成年者のとき・後記➒参照 

○ 戸籍上、現記名者の実子（他家の特別養

子となった者を除く。以下同じ。）または

養子（特別養子を含む。以下同じ。）であ

ること。 
 

○印―相続権がある者 

×印―相続権がない者 

 ● 父母が離婚し、その一方がもとの戸籍

に戻ったとき（復籍）も、子は父母両方

の相続人となる。（図１） 

 ● 実子は、他家の養子となり、また婚姻

により親と姓が異なっても相続人とな

る。（図２－１） 

 ● 婚姻外の子は、母の相続人となる。ま

た父に認知されると父の相続人ともな

る。（図２－２） 
⇒ 現記名者死亡後にその実子・養子が死亡ま

たは相続権を失っているとき・ 

 

 ➑ 再転相続のとき 参照 

 

＜次の者は該当しない＞ 

● 継親子関係の子（図２－３） 

● 現記名者死亡当時すでに養子縁組を

解消している者（民法第７２９条）（図

２－３） 

● 嫡母庶子関係の子（図２－４） 

● 現記名者の実子で、他家の特別養子

となった者（民法第８１７条の９） 
＊  子の配 偶 者は子 を 代襲し な い 

（図２－１）。 

 

（ ）

現記名者 

夫 

（平1.7死亡）

妻 

長 
女 

長 
男 

長
男
の
妻 

長
女
の
夫 

（昭60.2死亡） 昭61. 5婚姻
夫の姓となる

（図２－１） 

（図２－２） 

 

現記名者 

夫 

（平1.7死亡）

（昭60.6認知届出）

妻 

内
縁
関
係 

 

の
妻 

婚
姻
外
の
子 

（図２－３） 

現記名者 

夫 

（平1.7死亡）

（昭60.7離縁）

妻 

つ
れ
子 

長
男 

養
子 

継親子 
関 係 

（図２－４） 

現記名者 

妻 

（平1. 7死亡）

夫 

婚
姻
外
の
子

つ
れ
子 

（平1.3死亡）

嫡母庶子関係 
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例 現記名者 甲野 花子（母） → 新記名者 甲野 太郎（子） 

 
現記名者の死亡を確認 

略 丙
田
Ａ
子
と
婚
姻
届
出
昭
和
○
年
○
月
○
日
受
附 

大
分
市
○
○
町 

参
番
地
拾
九
甲
野
花
子
戸
籍
よ
り
入
籍

○印 

父 母 

乙

山

Ｘ

雄

女 四

花

子

生出

大
正
参
年
壱
月
弐
日

籍 本

略 平
成
元
年
七
月
壱
日
午
前
零
時
五
分
大
分
市
で
死
亡
同
日
親
族
○
○
○ 

届
出
除
籍

○印 

Ｙ

子

大
分
県
大
分
市
○
○
町
参
番
地
拾
九

略 

名 氏

平
成
元
年
七
月
壱
日
消
除

○印 

甲

野

花

子

父 母 

亡 

甲

野

一

郎

男 長

太

郎

生出

昭
和
拾
弐
年
参
月
七
日

略 丙
田
Ａ
子
と
婚
姻
夫
の
氏
を
称
す
る
旨
届
出
昭
和
○
年
○
月
○
日
受
附 

大
分
市
○
○
町
参
番
地
拾
九
に
新
戸
籍
編
製
に
つ
き
除
籍

○印 

花
子

父 母 

亡 

甲

野

一

郎

男 長

太

郎

生出

昭
和
拾
弐
年
参
月
七
日

籍 本

花
子

大
分
県
大
分
市
○
○
町
参
番
地
拾
九

婚
姻
の
届
出
よ
り
昭
和
○
年
○
月
○
日 

夫
婦
に
つ
き
本
戸
籍
編
製

○印 

名 氏

甲

野

太

郎

夫 

除

籍 

現記名者と新記名者の

続柄(母・子)を確認

新記名者の生存、未成

年者か否かを確認 

証明欄を確認 

・証明文言 

・日  付 

・市町村長名 

・官  印 



400-98 

➌ 新記名者が孫のとき－民法第 887 条  

 

⇒ 新記名者が未成年者のとき・後記➒参照 

 

○ 戸籍上、現記名者死亡以前に死亡

しているか、または相続権を失ってい

る現記名者の実子・養子の子（現記名

者の孫）であること。（図３－１） 
 

○印―相続権がある者 

×印―相続権がない者 
⇒ 現記名者死亡後にその実子・養子が死亡ま

たは相続権を失っているとき（再転相続）・ 

 ➑ 再転相続のとき 参照 

  

● 孫が現記名者死亡以前に死亡してい

るときは、さらに孫の子（現記名者のひ
・

孫）が代襲により相続人となる。（図３

－２） 

 

＜養子の子のとき＞ 

養子との親族関係は縁組により始ま

り、離縁により終了するため、現記名

者の養子が現記名者死亡以前に死亡し

ているときの代襲相続人は、次のとお

り異なる。 

（民法７２９条） 

 ● 養子縁組後の子は代襲相続人とな

る。（図３－２） 

   ただし、養子縁組を解消していると

きは、養子縁組後の子でも相続人とな

らない。 

 ● 養子縁組前の子（養子のつれ子）は

代襲相続人とならない。（図３－２） 

 

 

 

 

現記名者 

夫 

（平1.7.3死亡）

妻 

孫 

養 
子 

（昭55.1死亡） 

子 

（平1.7.3死亡）

孫 

子 

孫 

（図３－１） 

現記名者 

夫 妻 

養 
子 

（死亡）

子 
（死亡）

孫 

妻 

孫 
（死亡）

ひ
孫 

つ
れ
子 

（図３－２） 

（
縁
組
前
の
子
） 

（
縁
組
後
の
子
） 



400-99 

例－１ （戸籍例） 

現記名者 甲野 花子（祖母）→ 新記名者 甲野 Ａ子（孫） 

 

除

籍 

籍 本

愛
媛
県
松
山
市
○
○
町
○

婚
姻
の
届
出
に
よ
り
昭
和
参
拾
九
年 

六
月
六
日
夫
婦
に
つ
き
本
戸
籍
編
製

○印 

名 氏

甲

野

次

郎

父 母 

亡 

甲
野 

太
郎

男 長

次

郎

昭
和
拾
六
年
四
月
弐
拾
日

生出

 
 

 
 

 

花
子

略 

丙
田
γ
子
と
婚
姻
届
出
昭
和
参
拾
九
年
六
月
六
日
受
附
松
山
市
○
○
町

○
甲
野
花
子
戸
籍
よ
り
入
籍

○印 

 
 

平
成
元
年
弐
月
壱
日
松
山
市
で
死
亡
同
日
親
族
甲
野
γ
子
届
出
除
籍

○印 

略 昭
和
参
拾
九
年
六
月
六
日
甲
野
次
郎
と
婚
姻
届
出
…
…
…
…
丙
田
α
雄 

戸
籍
よ
り
同
日
入
籍 

平
成
元
年
弐
月
壱
日
夫
死
亡

○印 

夫 

略 

父 母 

亡 

甲
野 

次
郎

女 長

Ａ

子

昭
和
四
拾
年
七
月
拾
日

生出

γ
子

証明欄を確認 

・証明文言 

・日  付 

・市町村長名 

・官  印 

現記名者の死亡を確認

現記名者と新記名者の続柄(祖母・孫)を確認

現記名者の子が現記名者の死亡

以前に死亡していることを確認

新記名者の生存、未成

年者か否かを確認 

父 母 

丙

田

α

雄

女 長

γ

子

昭
和
拾
六
年
九
月
壱
日

生出

β 
 

子

妻 

籍 本

愛
媛
県
松
山
市
○
○
町
○

略 平
成
元
年
六
月
壱
日
消
除

○印 

名 氏

甲

野

花

子

父 母 

亡 

乙
野 

Ｘ
雄

女 弐

花

子

大
正
五
年
参
月
弐
日

生出

亡 
 

 
 

Ｙ
子

略 平
成
元
年
六
月
壱
日
午
前
零
時
五
分
松
山
市
で
死
亡
同
日
親
族
○
○
○ 

届
出
除
籍

○印 

父 母 

亡 

甲
野 

太
郎

男 長

次

郎

昭
和
拾
六
年
四
月
弐
拾
日

生出

花
子

略 丙
田
γ
子
と
婚
姻
夫
の
氏
を
称
す
る
旨
届
出
昭
和
参
拾
九
年
六
月
六
日 

受
附
松
山
市
○
○
町
○
に
新
戸
籍
編
製
に
つ
き
除
籍

○印 



400-100 

住所 ○○県○○市○○町 
○丁目○番地 

出生 平成５年５月５日 
（子） 
甲 野 Ｃ 男（申出人） 

住所 ○○県○○市○○町 
○丁目○番地 

出生 昭和３８年４月１日 
（配偶者） 
甲 野 Ｂ 子 
 

注）本書面は，提出された戸除籍謄本等の記載に基づくものである。相続放棄に 
関しては，本書面に記載されない。また，相続手続以外に利用することはできない。 

印 

整理番号 Ｓ00000 １／１ 

法定相続情報番号 ００００－００－０００００ 

被相続人甲野太郎法定相続情報 
 

最後の住所 ○○県○○市○○町 
○丁目○番地 

出生    昭和８年６月２１日 
死亡    平成２９年５月３日 
（被相続人）  
甲 野 太 郎 

最後の住所 ○○県○○市○○町 
○丁目○番地 

出生 昭和３８年１１月５日 
死亡 平成２５年３月５日 
（子） 

甲 野 Ｂ 男 

これは，平成○年○月○日に申出のあった当局保管に係る法定相続情報一覧図の写しである。 

平成○年○月○日 
○○法務局○○出張所 登記官 ○○ ○○ 

以下余白 

代襲相続 

例－２ 

（法定相続情報一覧図（写）例）  

         甲野 太郎（祖父）               甲野 Ｃ男（孫） 

・  現記名者の法定相続情報一覧図（写）に、「代襲相続」の旨および相続人

（甲野Ｂ男）の死亡日が記載されている。 

 

現記名者 新記名者 

現記名者の

死亡を確認 

現記名者の子が現記名

者の死亡以前に死亡し

ていることを確認 

現記名者と新記名者の続柄（祖

父・孫）および新記名者の生存、

未成年者か否かを確認 

証明欄を確認 

・証明文言 

・日  付 

・登記官名 

・官  印 



400-101 

➍ 新記名者が父母のとき―民法第 889 条 
 

○ 戸籍上、先順位となる次の相続人がいない現記名者の実父母・養父母である

こと。 

 ● 現記名者の実子・養子 

 ● 現記名者の実子・養子の代襲相続人 
 

 

⇒ 現記名者死亡後に先順位の相続人が死亡または相続権を失っているとき・ ➑ 再転相続のとき 参照 

＜次の者は該当しない＞ 

 ● 継親子関係の父母 （図６－１） 

 ● 配偶者の父母   （図４－１） 

 ● 嫡母庶子関係の母 （図４－２） 

 ● 現記名者が特別養子のときの実父母 

 ○印―相続権がある者 

×印―相続権がない者 

 

（図４－１） 

妻 

現記名者 

夫 

父 母 父 母 

  子  子 
（死亡)(死亡） 

 孫なし 孫 
    (死亡） 

現記名者 

夫 

父 母 父
の

本
妻 

子なし 

妻 
(死亡）

（嫡母）

嫡母庶子関係 

（内縁関係）

（図４－２） 



400-102 

例 現記名者 甲野 花子 → 新記名者 乙山 Ｂ子（母） 

 

 

昭
和
拾
五
年
参
月
壱
日
甲
野
太
郎
（
昭
和
拾
七
年
八
月
拾
四
日
死
亡
）

と
婚
姻
届
出
横
浜
市
中
区
…
乙
山
Ａ
雄
戸
籍
よ
り
同
日
入
籍 

 

平
成
弐
年
八
月
六
日
午
前
四
時
五
分
茨
城
県
日
立
市
○
○
町
×
×
で

死
亡
同
日
親
族
甲
野
□
□
届
出
除
籍

○印 

 

昭
和
参
拾
弐
年
法
務
省
令
第
二
十
七
号
に
よ
り
昭
和
参
拾

四
年
弐
月
拾
四
日
あ
ら
た
に
…
…
…
本
戸
籍
消
除

○印 

 

昭
和
拾
五
年
参
月
壱
日
甲
野
太
郎
ト
婚
姻
届
出
横
浜
市
中
区 

中
村
町
…
乙
山
Ａ
雄
戸
籍
ヨ
リ
同
日
入
籍

○印 

 

昭
和
拾
七
年
拾
月
五
日
夫
太
郎
戦
死

○印 

現記名者と新記名者の

続柄（子・母）を確認 

除

籍 

籍 本

名 氏

茨
城
県
日
立
市
○
○
町
×
×
×
× 

甲

野

太

郎

 

昭
和
参
拾
弐
年
法
務
省
令
…
…
に
よ
り 

昭
和
参
拾
四
年
弐
月
拾
四
日
本
戸
籍
編
製

○印 
 

平
成
弐
年
八
月
六
日
消
除

○印 

父 母 

亡 

甲
野 

○
○

男 参

太 
 

郎 

大
正
五
年
五
月
五
日

生出

亡 
 

 
 

×
×

父 母 

乙

山

Ａ

雄

女 長

花

子

大
正
拾
年
拾
月
五
日

生出

Ｂ 

子

改
製
原
戸
籍 

籍 本

主戸前

茨
城
県
日
立
市
○
○
町
×
×
×
× 

甲

野

○

○

前

戸

主

ト
ノ
続
柄

父 母 

亡 

甲
野 

×
×

亡 
 

 
 

△
△

男 長

略 

男 参

父 母 

甲

野

○

○

× 

×

男 三

大
正
五
年
五
月
五
日

生出

太

郎

 

乙
山
花
子
ト
婚
姻
届
出
昭
和
拾
五
年
参
月
壱
日
受
附

○印 

 

昭
和
拾
七
年
八
月
拾
四
日
午
後
七
時
頃
…
…
ニ
於
テ
戦
死
…

…
報
告
同
年
拾
月
五
日
受
附

○印 

略 

女 長

父 母 

乙

山

Ａ

雄

Ｂ 

子

妻 男 三

大
正
拾
年
拾
月
五
日

生出

花

子

現記名者の死亡、 

子供がいないことを確認 

証明欄を確認 

・証明文言 

・日  付 

・市町村長名 

・官  印 

上記の謄本は昭和３４年以降のもの

であるため、それ以前のもので現記名

者に子供がいないことを確認。なお本

例では「乙山Ａ雄」を戸主とする改製

原戸籍を徴求し、昭和１５年以前にも

子供がいないことを確認する必要が

あるが、掲載を省略。 



400-103 

 

籍 本

名 氏

茨
城
県
日
立
市
○
○
町
○
丁
目
○
番
地 

乙

山

Ｂ

子

 

昭
和
六
拾
年
八
月
拾
九
日
横
浜
市
中
区
…

か
ら
転
籍
届
出

○印 

父 母 

亡 

丙
田 

Ｘ
男

女 弐

Ｂ

子

明
治
参
拾
参
年
参
月
五
日

生出

亡 
 

 
 

Ｙ
子

略 昭
和
六
拾
年
壱
月
弐
拾
日
夫
Ａ
雄
死
亡

○印 

新記名者の生存を確認 

証明欄を確認 

・証明文言 

・日  付 

・市町村長名 

・官  印 



400-104 

➎ 新記名者が祖父母のとき―民法 889 条  

 

○ 戸籍上、先順位となる次の相続人がいない現記名者の祖父母（現記名者の実

父母・養父母の実父母または養父母）であること。 

 ● 現記名者の実子・養子 

 ● 現記名者の実子・養子の代襲相続人 

 ● 現記名者の実父母・養父母 
 

 

⇒ 現記名者死亡後に先順位の相続人が死亡または相続権を失っているとき・ ➑ 再転相続のとき 参照 

 

＜次の者は該当しない＞ 

 ● 現記名者の配偶者の祖父母 

 ● 現記名者が特別養子のときの実祖父母 

○印―相続権がある者 

 

妻 

現記名者 

夫 

祖 
父 

祖 
母 

  子    子 
（死亡） （死亡）

孫なし  孫なし 

父 
（死亡）

母 
（死亡）

祖 
父 

祖 
母 



400-105 

例 現記名者 甲野 花子 → 新記名者 乙山 Ａ子（祖母） 

 

除

籍 

籍 本

名 氏

佐
賀
県
佐
賀
郡
△
△
町
…
…
番
地 

甲

野

 

太

郎

父 母 

亡 

甲
野 

○
○

男 長

太

郎

昭
和
参
年
拾
月
七
日

生出

亡 
 

 
 

×
×

 

婚
姻
の
届
出
に
よ
り
昭
和
参
拾
八
年 

八
月
九
日
夫
婦
に
つ
き
本
戸
籍
編
製

○印 
 

平
成
弐
年
九
月
四
日
消
除

○印 

 

昭
和
六
拾
参
年
五
月
弐
拾
七
日
午
前
壱
時
参
拾
分
佐
賀
県
○
○
郡

で
死
亡
同
月
弐
拾
九
日
親
族
花
子
届
出
除
籍

○印 

夫 

略 

証明欄を確認 

・証明文言 

・日  付 

・市町村長名 

・官  印 

 

昭
和
六
拾
参
年
五
月
弐
拾
七
日
夫
死
亡

○印 

 

平
成
弐
年
九
月
四
日
午
前
五
時
福
岡
市
西
区
で
死
亡
同
月
九
日
親
族

×
×
×
届
出
同
月
拾
日
同
区
長
か
ら
送
付
除
籍

○印 
父 母 

亡 

乙
山 

Ｘ
雄

女 長

花

子

昭
和
拾
八
年
六
月
六
日

生出

亡 
 

 
 

Ｙ
子

妻 

略 

籍 本

名 氏

佐
賀
県
佐
賀
郡
○
○
町
×
×
×

乙

山

一

郎

父 母 

亡 

丙
田 

○
○

女 長

Ａ

子

明
治
参
拾
五
年
七
月
九
日

生出

亡 
 

 
 

×
×

 

昭
和
拾
八
年
六
月
六
日
佐
賀
県
佐
賀
郡
○
○
町
×
×
×
で
出
生
父
乙
山 

Ｘ
雄
届
出
同
月
六
日
受
附
入
籍

○印 

 

甲
野
太
郎
と
婚
姻
夫
の
氏
を
称
す
る
旨
届
出
昭
和
参
拾
八
年
八
月
九
日 

…
…
町
長
受
附
佐
賀
県
佐
賀
郡
△
△
町
…
番
地
に
新
戸
籍
編
製
に
つ 

き
除
籍

○印 

妻 

昭
和
参
拾
弐
年
法
務
省
令
第
二
十
七
号 

に
よ
り
昭
和
参
拾
五
年
六
月
六
日
本
戸
籍 

編
製

○印 
 

大
正
九
年
八
月
壱
日
乙
山
一
郎
と
婚
姻
届
出
佐
賀
県
佐
賀
郡
△
町
○ 

丙
田
○
○
戸
籍
よ
り
同
日
入
籍

○印 

 

昭
和
四
拾
八
年
拾
壱
月
八
日
夫
一
郎
死
亡

○印 

父 母 

亡 

乙
山 

Ｘ
雄

女 長

花

子

昭
和
拾
八
年
六
月
六
日

生出

亡 
 

 
 

Ｙ
子

現記名者の父母

の死亡を確認 

現記名者の死亡を確認 

新記名者の生存を確認 

現記名者に子

供がいないこ

とを確認 



400-106 

 

改
製
原
戸
籍 

籍 本

主戸前

佐
賀
県
佐
賀
町
○
○
町
×
×
×
× 

乙

山

○

○

父 母 

乙

山

○

○

男 長

乙

山

一

郎

明
治
参
拾
五
年
拾
壱
月

四
日

×

×

 

丙
田
Ａ
子
ト
婚
姻
届
出
大
正
九
年
八
月
壱
日
受
附

○印 

 

昭
和
参
拾
弐
年
法
務
省
令
第
二
十
七
号
に
よ
り
昭
和
参
拾
五
年

六
月
六
日
あ
ら
た
に
戸
籍
を
編
製
し
た
た
め
本
戸
籍
消
除

○印 

前

戸

主

ト
ノ
続
柄

乙
山 

○
○ 

長
男

出
生

略 

父 母 

亡 

丙
田 

○
○

女 長

Ａ

子

明
治
参
拾
五
年
七
月

九
日

 

大
正
九
年
八
月
壱
日
乙
山
一
郎
ト
婚
姻
届
出
佐
賀
県
佐
賀
郡

△
町
○
丙
田
○
○
戸
籍
ヨ
リ
同
日
入
籍

○印 

出
生

略 

亡 
 

 
 

×
×

丁
川
Ｙ
子
ト
婚
姻
届
出
昭
和
拾
七
年
弐
月
弐
日
受
附

○印 

昭
和
拾
九
年
八
月
壱
日
妻
Ｙ
子
死
亡
ニ
因
リ
婚
姻
解
消

○印 

昭
和
弐
拾
年
五
月
弐
拾
九
日
…
…
ニ
於
テ
戦
死

○印 

略 

父 母 

乙

山

一

郎

男 長

大
正
拾
参
年
七
月 

弐
拾
九
日

Ａ

子

出
生

Ｘ

雄

父 母 

亡 

丁
川 

・
・

女 弐

Ｙ

子

大
正
拾
参
年
弐
月
六
日

 

佐
賀
県
佐
賀
郡
△
△
町
○
○
戸
主
…
…
姉
昭
和
拾
七
年 

弐
月
弐
日
乙
山
Ｘ
雄
ト
婚
姻
届
出
同
日
入
籍

○印 

 

昭
和
拾
九
年
八
月
壱
日
午
後
壱
時
…
…
ニ
於
テ
死
亡
同
居

者
一
郎
届
出
同
月
拾
日
…
…
送
付

○印 

出
生

亡 
 

 
 

・
・

父 母 

亡 

乙
山 

Ｘ
雄

亡 
 

 
 

Ｙ
子

花

子

女 長

昭
和
拾
八
年
六
月
六
日

出
生

孫 

 

佐
賀
県
佐
賀
郡
○
○
町
×
×
×
ニ
於
テ
出
生
父
Ｘ
雄

届
出
昭
和
拾
八
年
六
月
六
日
受
附
入
籍

○印 

現記名者の父母の死亡を確認 

証明欄を確認 

・証明文言 

・日  付 

・市町村長名 

・官  印 

現記名者に子供が

いないことを確認 

「Ａ子」が「花子」の祖母であることを確認 

主 戸妻 男 長

妻 ノ 男 長



400-107 

➏ 新記名者が兄弟姉妹のとき―民法第 889 条  

  

  ⇒ 新記名者が未成年者のとき・後記➒参照 

 

○ 戸籍上、先順位となる次の相続人がいない現記名者の兄弟姉妹で、新記名者

の父母（養父母を含む。）またはその一方が現記名者の父母と同じであること。

（図６－１） 

 ● 現記名者の実子・養子（代襲相続人を含む。） 

 ● 現記名者の実父母・養父母 

 ● 現記名者の祖父母 
 

 

⇒ 現記名者死亡後に先順位の相続人が死亡または相続権を失っているとき・ ➑ 再転相続のとき 参照 

 

＊ 現記名者の実父母の養子・養父母の実子は、兄弟姉妹として同順位の相続人となる。（図６－１） 

 

＜次の者は該当しない＞ 

 ● 配偶者の兄弟姉妹 （図６－２） 

 ● 現記名者が特別養子のときの実方の兄弟姉妹 

       ○印―相続権がある者 

×印―相続権がない者 

 

祖 
母 

（死亡） 

祖 
父 

（死亡） 

祖 
母 

（死亡） 

祖 
父 

（死亡） 

現記名者 

兄 

子なし 

父 
（死亡） 

母 
（死亡） 

妻
の
弟 

妹 

義 
父 

（死亡） 

義 
母 

妻 
（死亡） 

（図６－２） 

祖 
母 

（死亡） 

祖 
父 

（死亡） 

祖 
母 

（死亡） 

祖 
父 

（死亡） 

妻 

現記名者 

兄 妹 

 子  子 
(死亡)(死亡） 

孫なし 孫 
  （死亡） 

父 
（死亡） 

母 
（死亡） 

義
弟 

（
養
子
） 

継
母 

妹 

継親子関係 

・継親子関係の父母 
 には相続できない。 

（図６－１） 



400-108 

例 現記名者 甲野 花子（姉） → 新記名者 乙山 次郎（弟） 

 

 
昭
和
六
年
七
月
四
日
前
戸
主
Ｘ
雄
死
亡
ニ
因
リ
家
督
相
続
届
出 

昭
和
六
年
七
月
弐
拾
日
受
附

○印 

 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
戸
籍
消
除

○印 

改
製
原
戸
籍 

籍 本

主戸前

宮
崎
縣
○
○
町
○ 

乙

山

 

Ｘ

雄

父 母 

男 長

乙

山

 

一

郎

前

戸

主

ト
ノ
続
柄

亡 

乙
山
Ｘ
雄 

長
男 

略 

亡 

乙
山 

Ｘ
雄

Ｙ
子

出
生父 母 

家
族
ト
ノ

続

柄

亡 

○
○ 

○
○

亡 
 

 
 

○
○

亡
父 

Ｘ
雄 

 

妻
女 長

Ｙ

子

出
生

明
治
弐
拾
年
壱
月
弐
日

父 母 

亡 

乙
山 

Ｘ
雄

亡 
 

 
 

Ｙ
子

女 長

花

子

出
生

昭
和
弐
年
八
月
八
日

父 母 

亡 

乙
山 

Ｘ
雄

Ｙ
子

男 二

明
治
四
拾
四
年
六
月 六

日

出
生

次

郎

 

昭
和
六
年
七
月
四
日
夫
Ｘ
雄
死
亡
ニ
因
リ
婚
姻
解
消

○印 

昭
和
拾
四
年
七
月
八
日
午
後
六
時
本
籍
ニ
於
テ
死
亡
戸
主
乙
山
一

郎
届
出
受
附

○印 

略 

 

宮
崎
県
×
×
町
△
△
甲
野
Ａ
男
ト
婚
姻
届
出
昭
和
拾
参
年
九
月
拾
日

×
×
町
長
○
○
受
附
…
…
送
付
除
籍

○印 

改
製
に
よ
り
新
戸
籍
編
製
…
…
…
除
籍

○印 

略 

 

宮
崎
縣
○
○
町
○
戸
主
乙
山
一
郎
妹
昭
和
拾
参
年
九
月
拾
日 

甲
野
Ａ
男
ト
婚
姻
届
出
同
日
入
籍

○印 

改
製
原
戸
籍 

籍 本

主戸前

宮
崎
縣
×
×
町
△
△

甲 

野 
 

 

○ 

父 母 

男 長

甲

野

Ａ

男

前

戸

主

ト
ノ
続
柄

亡 

甲
野
○ 

 

長
男

略 

亡 

甲
野 

 

○

出
生

大
正
五
年
五
月
拾
七
日

亡 
 

 
 

○
○

 

昭
和
拾
壱
年
五
月
五
日
前
戸
主
甲
野
○
死
亡
ニ
因
リ
家
督
相
続

届
出
同
月
七
日
受
附

○印 

 

乙
山
花
子
ト
婚
姻
届
出
昭
和
拾
参
年
九
月
拾
日
受
附

○印 

 

昭
和
参
拾
弐
年
法
務
省
令
…
…
昭
和
参
拾
九
年
四
月
拾
四
日 

あ
ら
た
に
…
…
本
戸
籍
消
除

○印 

父 母 

女 長

花

子

亡 

乙
山 

Ｘ
雄

出
生

明
治
四
拾
四
年
六
月

六
日

亡 
 

 
 

Ｙ
子

主 戸妻 

主 戸母 妹 弟 

略 

明
治
四
拾
参
年
参
月 参

日

続柄（弟）を確認 

証明欄を確認 

・証明文言 

・日  付 

・市町村長名 

・官  印 

 現記名者「甲野花子」に子供がいないことを確認。 

なお本例では「Ｘ雄」を戸主とする改製原戸籍または 

それ以前のものを徴求する必要があるが、掲載を省略。 

（注）現記名者の祖父母の死亡も確認。なお、 

本例では、戸籍の掲載を省略。 

現記名者の父母の

死亡を確認 



400-109 

 

除

籍 

籍 本

名 氏

宮
崎
県
×
×
町
△
△

甲

野

Ａ

男

亡 

甲
野 

 

○

男 長

Ａ

男

大
正
五
年
五
月
拾
七
日

亡 
 

 
 

○
○

 
昭
和
参
拾
弐
年
法
務
省
令
…
…
に
よ
り 

昭
和
参
拾
九
年
四
月
四
日
本
戸
籍
編
製

○印 
 

平
成
元
年
拾
月
参
日
消
除

○印 

 

昭
和
五
拾
年
四
月
参
日
午
後
六
時
拾
分
宮
崎
県
×
×
町
で
死
亡
親
族

甲
野
花
子
届
出
除
籍

○印 

父 母 生出 夫 

略 

亡 

乙
山 

Ｘ
雄

女 長

花

子

明
治
四
拾
四
年
六
月
六
日

亡 
 

 
 

Ｙ
子

 

昭
和
五
拾
年
四
月
参
日
夫
死
亡

○印 

 

平
成
元
年
拾
月
参
日
午
前
七
時
参
拾
分
宮
崎
県
×
×
町
で
死
亡
同
日

親
族
乙
山
次
郎
届
出
除
籍

○印 

父 母 生出 妻 

略 

名 氏

東
京
都
○
○
市
×
×
町

乙

山

次

郎

亡 

乙

山

Ｘ

雄

男 二

次

郎

昭
和
弐
年
八
月
八
日

亡 
 

 
 

Ｙ
子

 

昭
和
参
拾
五
年
七
月
拾
五
日
○
○
○
○
と
婚
姻
届
出
同
月
弐
拾
日
東
京

都
○
○
区
長
か
ら
送
付

○印 

父 母 生出 夫 

略 

籍 本

略 

証明欄を確認 

・証明文言 

・日  付 

・市町村長名 

・官  印 

現記名者の死亡、 

子供がいないことを確認 

新記名者の生存、未成

年者か否かを確認 



400-110 

➐ 新記名者が「おい」または「めい」のとき―民法第 889 条  

   

⇒ 新記名者が未成年者のとき・後記➒参照 

 

○ 戸籍上、先順位となる次の相続人がなく、かつ、その父母（現記名者の兄弟

姉妹）が現記名者死亡以前に死亡している現記名者の「おい」・「めい」である

こと。 

 ● 現記名者の実子・養子（代襲相続人を含む。） 

 ● 現記名者の実父母・養父母 

 ● 現記名者の祖父母 
 

⇒ 現記名者死亡後に先順位の相続人が死亡または相続権を失っているとき・ ➑ 再転相続のとき 参照 

 ○印―相続権がある者 

×印―相続権がない者 
 

（図７－１） （図７－２） 

現記名者が昭和５５年１２月３１日以前に

死亡している場合 

 ・「おい」・「めい」が現記名者死亡以前に死

亡しているときは、さらに「おい」・「めい」

の子が代襲の代襲によって相続人となる。 

現記名者が昭和５６年１月１日以降に死亡

している場合 

・現記名者の「おい」・「めい」の子は、代

襲の代襲による相続人となることはでき

ない。 

 

妻 

祖 
母 

（死亡） 

祖 
父 

（死亡） 

祖 
母 

（死亡） 

祖 
父 

（死亡） 

兄 妹 

子 
(死亡) 

孫なし 

父 
（死亡） 

母 
（死亡） 

妹 

現記名者 

弟 

おい めい 
（昭50.2死亡） 

めいの子 

（昭52.1死亡） （昭52.1死亡） （昭53.1死亡） 

祖 
母 

（死亡） 

祖 
父 

（死亡） 

祖 
母 

（死亡） 

祖 
父 

（死亡） 

妻 兄 妹 

子 
(死亡) 

孫なし 

父 
（死亡） 

母 
（死亡） 

妹 

現記名者 

弟 

おい めい 
（昭52.1死亡） 

めいの子 

（昭50.2死亡） （昭50.2死亡） （平1.6死亡） 

〈        〉 〈        〉 



400-111 

例 現記名者 甲野 太郎（おじ） → 新記名者 甲野 Ａ男（おい） 

 

除

籍 

現記名者の死亡、子供が 

いないことを確認 

証明欄を確認 

・証明文言 

・日  付 

・市町村長名 

・官  印 

籍 本

名 氏

長
野
県
○
○
市
△
△

甲

野

Ｘ

雄

亡 

甲
野 

○
○

男 長

Ｘ

雄

明
治
参
拾
六
年
壱
月
六
日

 

昭
和
参
拾
弐
年
法
務
省
令
第
二
十
七
号

に
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
本
戸
籍
編
製

○印 

 

乙
山
Ｙ
子
と
婚
姻
届
出
昭
和
弐
年
九
月
八
日
受
附

○印 

 

昭
和
六
拾
弐
年
壱
月
拾
壱
日
午
前
零
時
拾
分
○
○
市
で
死
亡
同
日
親
族

甲
野
Ｙ
子
届
出
除
籍

○印 

父 母 生 出 夫 

略 

亡 

乙
山 

○
○

女 長

Ｙ

子

亡 
 

 
 

△
△

 

昭
和
六
拾
弐
年
壱
月
拾
壱
日
夫
死
亡

○印 

 

昭
和
六
拾
参
年
八
月
拾
日
午
前
四
時
零
分
○
○
市
で
死
亡
同
日
親

族
甲
野
太
郎
届
出
除
籍

○印 
父 母 妻 

略 

亡 
 

 
 

△
△

平
成
元
年
八
月
八
日
消
除

○印 

明
治
四
拾
年
拾
月
七
日

生 出

現記名者の父母の死亡を確認 

現記名者の祖父母の死亡

を確認。 

次

郎

亡 

甲
野 

Ｘ
雄

男 長

太

郎

昭
和
参
年
九
月
七
日

 

平
成
元
年
八
月
八
日
午
後
壱
時
五
分
○
○
市
で
死
亡
同
日
親
族
甲

野
次
郎
届
出
除
籍

○印 

父 母 生 出

略 

亡 

甲
野 

Ｘ
雄

男 弐

亡 
 

 
 

Ｙ
子

 

丙
田
花
子
と
婚
姻
夫
の
氏
を
称
す
る
旨
届
出
昭
和
四
拾
年
八
月
弐
日 

受
附
○
○
市
△
△
に
新
戸
籍
編
製
に
つ
き
除
籍

○印 

父 母 

略 

亡 
 

 
 

Ｙ
子

昭
和
五
年
拾
月
六
日

生 出



400-112 

 

籍 本

名 氏

長
野
県
○
○
市
△
△

甲

野

次

郎

 

婚
姻
届
出
に
よ
り
昭
和
四
拾
年 

八
月
弐
日
夫
婦
に
つ
き
新
戸
籍
編
製

○印 

父 母 

亡 

甲
野 

Ｘ
雄

男 長

次

郎

昭
和
五
年
拾
月
六
日

生出

亡 
 

 
 

Ｙ
子

改
製
原
戸
籍 

籍 戸

主戸前

長
野
県
○
○
市
△
△ 

甲

野

○

○

父 母 

甲

野

○

○

△ 

△

甲

野

Ｘ

雄

 

大
正
拾
参
年
七
月
参
日
前
戸
主
甲
野
○
○
死
亡
ニ
因
リ
家
督
相
続 

届
出
同
月
七
日
受
附

○印 

 

乙
山
Ｙ
子
ト
婚
姻
届
出
昭
和
弐
年
九
月
八
日
受
附

○印 

 

昭
和
参
拾
弐
年
法
務
省
令
第
二
十
七
号
に
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…

本
戸
籍
消
除

○印 

略 

前

戸

主

ト
ノ
続
柄

甲
野 

○
○ 

長
男

出
生

男 長

Ｙ

子

父 母 

亡 

乙
山 

○
○

亡 
 

 
 

△
△

女 長

出
生

明
治
四
拾
年
拾
月
七
日 

 

昭
和
弐
年
九
月
八
日
甲
野
Ｘ
雄
ト
婚
姻
届
出
○
○
市
×
×
乙
山
○

○
戸
籍
ヨ
リ
同
日
入
籍

○印 

 

改
製
に
よ
り
新
戸
籍
編
製
に
つ
き
…
…
…
…
…
…
除
籍

○印

略 

太

郎

父 母 

甲

野

Ｘ

雄

Ｙ 

子

男 長

出
生

昭
和
参
年
九
月
七
日

 

改
製
に
よ
り
新
戸
籍
編
製
に
つ
き
…
…
…
…
…
…
除
籍

○印 

略 

次

郎

父 母 

甲

野

Ｘ

雄

Ｙ 

子

男 弐

出
生

昭
和
五
年
拾
月
六
日

 

改
製
に
よ
り
新
戸
籍
編
製
に
つ
き
…
…
…
…
…
…
除
籍

○印 

略 

 

丙
田
花
子
と
婚
姻
届
出
昭
和
四
拾
年
八
月
弐
日
受
附
○
○
市
△
△ 

甲
野
Ｘ
雄
戸
籍
よ
り
入
籍

○印 

 

昭
和
六
拾
弐
年
壱
月
拾
壱
日
午
前
零
時
拾
分
○
○
市
で
死
亡
同
日
親
族

甲
野
花
子
届
出
除
籍

○印 

夫 父 母 

亡 

甲
野 

次
郎

男 長

Ａ

男

昭
和
四
拾
弐
年
八
月
九
日

生出

花
子 

略 略 

現記名者と新記名者の父が兄弟であることを確認 

証明欄を確認 

・証明文言 

・日  付 

・市町村長名 

・官  印 

現記名者に子供がいないことを確認 

新記名者の生存、未成年者か否かを確認 

現記名者の弟の子( おい )であることを確認 

主 戸妻 男 長男 弐

明
治
参
拾
六
年
壱
月 六

日
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➑ 再転相続のとき―民法第 916 条 

 

○ 現記名者Ａの死亡後その相続人Ｂが記名変更の請求をしないうちに死亡

し、Ｂの相続人Ｃから請求があったときは、ＣはＡの財産について直接の相

続人でないが、Ｂの相続権を承継するのでＣからの記名変更の請求を受理し

て差支えない。 
 

 
（図８） 

 ○印－相続権のある者 

 

例－１ （戸籍例） 

現記名者 甲野 花子 → 新記名者 甲野 Ａ子（長男の妻） 

 

現記名者（Ａ） 

夫 

（平2.1死亡）

妻 

長
男 

の
妻 

二 
男 

長 
男 

（Ｂ） 

（平2.8死亡） （Ｃ）

孫 

（Ｃ）

除

籍 

籍 本

名 氏

石
川
県
○
○
郡
△
△
町
○
丁
目
○
番
地

甲

野

太

郎

父 母 

亡 

乙
山 

Ｘ
雄

女 長

花

子

明
治
参
拾
九
年
五
月
九
日

生出

亡 
 

 
 

Ｙ
子

平
成
元
年
参
月
弐
拾
参
日
消
除

○印 

 

昭
和
参
年
弐
月
拾
七
日
甲
野
太
郎
と
婚
姻
届
出
…
…
乙
山
Ｘ
雄
戸
籍 

よ
り
同
日
入
籍

○印 

 

昭
和
五
拾
九
年
六
月
参
日
夫
死
亡

○印 

 

平
成
元
年
参
月
弐
拾
日
午
後
六
時
拾
分
○
○
市
で
死
亡
同
日
親
族
甲
野

一
郎
届
出
同
月
弐
拾
参
日
同
市
長
か
ら
送
付
除
籍

○印 

妻 

略 略 

証明欄を確認 

・証明文言 

・日  付 

・市町村長名 

・官  印 

現記名者の死亡を確認 
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女 長

 

丙
田
Ａ
子
と
婚
姻
届
出
昭
和
参
拾
壱
年
五
月
九
日
○
○
郡
△
○
町
長 

受
附
同
月
拾
日
送
付
○
○
郡
△
△
町
…
…
甲
野
太
郎
戸
籍
よ
り
入
籍

○印 

 

平
成
弐
年
八
月
弐
日
午
後
八
時
拾
五
分
○
○
郡
△
△
町
で
死
亡
同
日 

親
族
甲
野
Ａ
子
届
出
除
籍

○印 

父 母 

亡 

甲
野 

太
郎

男 長

一

郎

昭
和
参
年
七
月
九
日

生出

亡 
 

 
 

花
子

夫 

籍 本

名 氏

石
川
県
○
○
郡
△
△
町
○
丁
目
○
番
地 

甲

野

一

郎

略 略 

 

昭
和
参
拾
壱
年
五
月
九
日
甲
野
一
郎
と
婚
姻
届
出
○
○
郡
△
△
町
… 

丙
田
○
○
戸
籍
よ
り
同
月
拾
日
入
籍

○印 

 

平
成
弐
年
八
月
弐
日
夫
死
亡

○印 

父 母 

丙

田

○

○

Ａ

子

昭
和
九
年
四
月
壱
日

生出

△

△

妻 

略 

新記名者の生存を確認 

新記名者が現記名者の子と婚姻関係にあったことを確認 

現記名者が死亡した後に死亡した

ことを確認 

現記名者との続柄( 母・子 ) 

を確認 

証明欄を確認 

・証明文言 

・日  付 

・市町村長名 

・官  印 
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（法定相続情報一覧図（写）例）  

             甲野 太郎              甲野 Ａ子（長男の妻） 

・ 現記名者の法定相続情報一覧図（写）と、現記名者の死亡後に死亡した相続

人（甲野Ｂ男）の法定相続情報一覧図（写）が提出される。 

 

 

例―２  

現記名者 新記名者 

 

住所 ○○県○○市○○町 
○丁目○番地  

出生 昭和４８年２月１５日 
（子） 
甲 野 Ｂ 子 
 

注）本書面は，提出された戸除籍謄本等の記載に基づくものである。相続放棄に 
関しては，本書面に記載されない。また，相続手続以外に利用することはできない。 

印 

整理番号 Ｓ00000 １／１ 

法定相続情報番号 ００００－００－０００００ 

被相続人甲野太郎法定相続情報 
 

最後の住所 ○○県○○市○○町 
○丁目○番地 

出生    昭和１９年６月２１日 
死亡    平成２７年５月３日 
（被相続人）  

甲 野 太 郎 
 

住所 ○○県○○市○○町 
○丁目○番地 

出生 昭和４５年１１月５日 

（子） 
甲 野 Ｂ 男 

住所  ○○県○○市○○町 
○丁目○番地 

出生  昭和２０年１月８日 
（配偶者） 
甲 野 花 子 

これは，平成○年○月○日に申出のあった当局保管に係る法定相続情報一覧図の写しである。 

平成○年○月○日 
○○法務局○○出張所 登記官 ○○ ○○ 

以下余白 

 

住所 ○○県○○市○○町 
○丁目○番地 

出生 平成１５年１０月１０日 
（子） 
甲 野 Ｅ 美 
 

作成日：平成○年○月○日 

作成者：司法書士 乙田 Ｙ子 ○印  

（事務所：○○県○○市○○町 
    ○丁目○番○号 ○○ビル） 

注）本書面は，提出された戸除籍謄本等の記載に基づくものである。相続放棄に 
関しては，本書面に記載されない。また，相続手続以外に利用することはできない。 

印 

整理番号 Ｓ00000 １／１ 

法定相続情報番号 ００００－００－１１１１１ 

被相続人甲野Ｂ男法定相続情報 
 

最後の住所 ○○県○○市○○町 
○丁目○番地 

出生    昭和４５年１１月５日 
死亡    平成２９年１月１日 
（被相続人）  

甲 野 Ｂ 男 
 

住所 ○○県○○市○○町 
   ○丁目○番地 

出生 平成１２年５月５日 

（子） 
甲 野 Ｄ 郎 

住所  ○○県○○市○○町 
    ○丁目○番地 
出生  昭和５０年４月１日 
（配偶者） 
甲 野 Ａ 子（申出人） 

これは，平成○年○月○日に申出のあった当局保管に係る法定相続情報一覧図の写しである。 

平成○年○月○日 
○○法務局○○出張所 登記官 ○○ ○○ 

以下余白 

同一人物であること、現

記名者との続柄（父・子）

および現記名者が死亡

した後に死亡したこと

を確認 
現記名者の

死亡を確認 

新記名者の生存および現記名

者の子と婚姻関係にあったこ

とを確認 

証明欄を確認 

・証明文言 

・日  付 

・登記官名 

・官  印 
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➒ 新記名者が未成年者のとき  

  

○ 年令の計算は、「年令ノ計算ニ関スル法律」により出生の日から起算する。 

 ○ 親権は父母（養子のときは養父母）が共同して行う。（民法第８１８条） 

  ● 戸籍謄（抄）本には、未成年後見人は記載されているが、親権者は特別な場合を

除き、特に記載されていないので父母欄で確かめる。 

 ○ 養子の親権者は養親で実親には親権はない。ただし、養子縁組を解消したときは、

養親の親権は消滅し実親の親権が復活する。 

なお、養親が死亡したときは、実親の親権は復活しないので、未成年後見人が選任

される。 

 ○ 継父母または嫡母庶子関係の母は、親権者とならない。なお、父が認知した婚姻外

の子（庶子）については、父母の協議で父を親権者と定めたときに限り父が親権者と

なる。 

 ○ 父母が離婚するときはその一方を親権者と定めるが、その親権者が死亡したときは、

他の一方の親権は復活しないので、未成年後見人が選任される。 


